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（
準
用
）

第
五
十
七
条
の
十
五

第
四
十
六
条
、
第
四
十
八
条
及
び
第
四
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
管
理
団
体
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
六
条
中
「
法
第
九
十
五
条
第
五
項
又
は
第
九
十
七
条
第
三
項
の
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
百
四
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
、
第
四
十
八
条
中
「
二
次
使
用
料
関
係
業
務
」と
あ
る
の
は「
補

償
金
関
係
業
務
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
二
次
使
用
料
関
係
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
補
償
金
関
係
業
務
」と
、

「
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
開
始
前
に
（
法
第
百
四
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す

る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）」と
、
同
条
第
二
項
中
「
二
次
使
用
料
関
係
業
務
」

と
あ
る
の
は
「
補
償
金
関
係
業
務
」
と
、「
決
算
完
結
後
一
月
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条
中
「
第
百
十
三
条
第
五
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
十
三
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
六
十
六
条
の
改
正
規
定

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
及
び
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
の
締
結
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

第
百
八
号
）
の
施
行
の
日

二

目
次
の
改
正
規
定（「
第
十
一
章

私
的
録
音
録
画
補
償
金
に
関
す
る
指
定
管
理
団
体
等
（
第
五
十
七
条
の
五

第
五
十
七
条
の
九
）」を
「
第
十
章

私
的
録
音
録
画
補
償
金
に
関
す
る
指
定
管
理
団
体
等
（
第
五
十
七
条
の
五

第
十
一
章

授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
に
関
す
る
指
定
管
理
団
体
等
（
第
五
十
七
条

第
五
十
七
条
の
九
）

の
十

第
五
十
七
条
の
十
五
）」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
九
条
の
改
正
規
定
及
び
第
十
一
章
を
第
十
章

と
し
、
同
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
附
則
第
三
項
に
お
い
て

「
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

第
五
十
七
条
の
八
第
一
項
第
四
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、「
の
提
出
を
拒
ん
だ
」
を
「
を
提
出
せ
ず
、
若

し
く
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提

出
し
た
と
き
、
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
」
を
「
規
定
に

よ
る
指
定
」
に
改
め
る
。

第
十
一
章
を
第
十
章
と
し
、
同
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
十
一
章

授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
に
関
す
る
指
定
管
理
団
体
等

（
業
務
規
程
）

第
五
十
七
条
の
十

法
第
百
四
条
の
十
四
第
一
項
の
補
償
金
関
係
業
務
の
執
行
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
「
業
務
規
程
」
と
い
う
。）に
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
百
四
条
の
十
五
第
一
項
の
事
業

の
た
め
の
支
出
に
関
す
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
業
務
規
程
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
著
作
権
等
の
保
護
に
関
す
る
事
業
等
の
た
め
に
支
出
す
べ
き
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
の
額
の
算
出
方
法
）

第
五
十
七
条
の
十
一

法
第
百
四
条
の
十
五
第
一
項
の
事
業
の
た
め
に
支
出
す
べ
き
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
の
額

は
、
著
作
物
等
の
利
用
の
実
績
に
応
じ
て
支
払
う
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償

金
の
総
額
に
授
業
目
的
公
衆
送
信
に
よ
る
著
作
物
等
の
利
用
状
況
、
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
の
分
配
に
係
る
事

務
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
著
作
権
等
の
保
護
に
関
す
る
事
業
等
に
関
す
る
意
見
聴
取
）

第
五
十
七
条
の
十
二

指
定
管
理
団
体
（
法
第
百
四
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
団
体
を
い
う
。
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
法
第
百
四
条
の
十
五
第
一
項
の
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
が
権

利
者
（
法
第
百
四
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）全
体
の
利
益
に

資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
休
廃
止
）

第
五
十
七
条
の
十
三

指
定
管
理
団
体
は
、
そ
の
補
償
金
関
係
業
務
（
法
第
百
四
条
の
十
二
第
四
号
に
規
定
す
る
補
償

金
関
係
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

休
止
又
は
廃
止
を
必
要
と
す
る
理
由

二

休
止
し
よ
う
と
す
る
日
及
び
休
止
の
期
間
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
（
第
三
項
に
お
い
て
「
廃
止
の
日
」
と

い
う
。）

三

権
利
者
に
対
す
る
措
置

四

法
第
百
四
条
の
十
五
第
一
項
の
事
業
の
た
め
の
支
出
に
関
す
る
措
置

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
。

３

法
第
百
四
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
廃
止
の
日
と
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
官
報
で
告
示
さ
れ

た
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
五
十
七
条
の
十
四

文
化
庁
長
官
は
、
指
定
管
理
団
体
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
法
第
百
四

条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
百
四
条
の
十
二
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
備
え
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

法
第
百
四
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
た
業
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
補
償
金
関
係

業
務
を
行
つ
た
と
き
、
そ
の
他
補
償
金
関
係
業
務
の
適
正
な
運
営
を
し
て
い
な
い
と
き
。

三

法
第
百
四
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

法
第
百
四
条
の
十
六
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
、書
類
そ
の
他
の
資
料
を
提
出
せ
ず
、

若
し
く
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資

料
を
提
出
し
た
と
き
、
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

五

第
五
十
七
条
の
十
二
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

六

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

七

相
当
期
間
に
わ
た
り
補
償
金
関
係
業
務
を
休
止
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
休
止
に
よ
り
権
利
者
の
利
益

を
著
し
く
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
。

（
視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
等
が
認
め
ら
れ
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
著
作
権
法
施
行
令
（
次
項
に
お
い
て
「
旧

令
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
た
者
（
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
著
作

権
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）は
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
に
新
令
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
文
化
庁
長
官
は
、
そ
の
旨
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。

（
送
信
可
能
化
さ
れ
た
情
報
の
送
信
元
識
別
符
号
の
検
索
等
の
た
め
の
複
製
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
著
作
権
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
法
」

と
い
う
。）第
四
十
七
条
の
六（
旧
法
第
八
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
著
作
物
（
旧
法
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
実
演
、
レ
コ
ー
ド
、
放
送
又
は
有
線
放
送
）
を
利
用
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
旧
法
第
四
十
七
条
の
六
及

び
旧
令
第
七
条
の
五
の
規
定
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
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